









































































































































上記の ROCFTと STRAW の分類を合わせてクロス表に整理した。荻布ら（2019）の報告では分析対象は414名
であったが、今回 ROCFTおよび STRAW 双方のデータに欠損がない児を分析対象としたため、最終的に404名と
なった。
ROCFTと STRAW の関係を探索的に検討するため、まず ROCFT３条件と STRAW３課題それぞれの粗点に
ついて Pearsonの積率相関係数を算出した。つぎに ROCFT成績による STRAW の予測の可否を検討するため
に、ROCFT３条件それぞれの成績を独立変数、STARW３条件それぞれの粗点を従属変数とした単回帰分析を行っ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ROCFT３分後再生の低下あり・低下なしを独立変数とした場合、２年生では ROCFTおよび STRAW の主効




p=0.06）。５年生は ROCFTおよび STRAW の主効果が有意であり（それぞれF=6.85,p<0.001，F=19.13,p<0.001）、
交互作用を認めた（F=7.02,p<0.001）。多重比較をおこなったところ、カタカナ単語および漢字単語で有意差を認
めた（いずれも p<0.001）。６年生では STARW の主効果を認めた（F=15.10,p<0.001）。
ROCFT30分後の再生の低下あり・低下なしを独立変数とした場合、２年生では ROCFTおよび STRAW の主
効果は有意であった（F=6.21,p<0.05.F=4.72,p<0.05）。３年生では ROCFTおよび STRAW の主効果は有意であ
り（それぞれF=9.17,p<0.001.F=6.58,p<0.001）、交互作用を認めた（F=5.20,p<0.001）。多重比較をおこなったと
ころひらがな単語およびカタカナ単語の有意差を認めた（いずれも p<0.001）。４年生では STRAW の主効果が有
意であり（F=11.28,p<0.001）、交互作用を認めた（F=3.47,p<0.05）。多重比較をおこなったところ、ひらがな単語































































































年生において、交互作用を認め、また ROCFTおよび STRAW の双方の主効果が有意であった。このことは３年
生と5年生の書字正確性は ROCFT３分後および30分後再生と文字種の違いの双方の影響を受けているといえる。ま
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